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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 0 6 7 0 0 2 1 0 1 2 8 2 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 * 0 0 12 16 4 5 3 4 2 6 0 1 0 0
14 * 0 0 2 4 1 4 1 2 3 5 0 0 1 0
18 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19 0 1 2 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 1 2 2 3 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
24 * 1 5 4 9 3 3 1 0 2 2 1 3 2 1
32 * 0 0 5 7 3 4 1 1 4 5 3 0 0 1
37 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
53 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
73 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 12 33 48 12 18 12 9 13 22 6 13 5 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
3 * 0 0 2 5 3 4 2 3 6 9 1 0 3 1
6 * 1 4 2 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0
7 * 2 4 2 8 2 2 1 2 3 5 2 0 0 0
11 * 4 7 1 1 0 1 1 3 0 3 1 0 0 0
23 * 0 2 2 2 2 2 3 2 0 2 0 0 0 0
31 0 0 4 1 4 0 0 2 2 1 3 0 3 1 0
36 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
45 0 0 0 5 6 3 3 3 0 0 0 0 0 0 0
51 0 1 2 5 7 0 0 1 2 0 2 1 1 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
9 25 20 36 10 12 16 14 11 25 7 6 6 1

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計

36.0% 55.6%RATE

西田 辰巳 -

83.3%

Team / Coach:

合　　　計
25.0% 68.8% 66.7%

大阪商業大学

№ Ｓ 選　手　名
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森山 侑輝 11
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高木 憲章

武田 賢章

0
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木村 蓮 2 10
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濵田 悠暉 0
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番平 康太

-

藤井 和月 14

2
太田 芳熙 17

湯浅 海生 0
高見 克成 0
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甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MIN
ＦＴ

Ｆ
REBOUND

TO BSST

小栗 尚幸 7

79

敗チーム

18

27

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

89

勝ち点3

11:35
会　　場 大阪経済法科大学

甲南大学

坂元 達哉 4

男子 2部リーグ戦

PTS
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試 合 日 2018.09.22

景山 瑛登 3

記録 関西学生バスケットボール連盟

33
三谷 祥起 0 10
岩﨑 秀飛

大阪商業大学

主審 開 康寿 副審 笹本 拓

勝ち点1コ ー ト

戦評
【総括】
リーグ戦5日目、4戦中2勝2敗の甲南大と、1勝3敗の大商大は両チームとも勝ち星が欲しい一戦で先にリードしたのは甲南大。甲
南大#2岩崎の落ち着いたゲーム運びで
相手のミスを誘い大きいリードを開けた。それに対し大商大も激しいディフェンスの中、中と外をうまく使い点を稼ぐ。両者点の取
り合いが続きうまく点差が縮まらない。第3ピリオド終盤、大商大#45鈴木が流れを変え7点差まで詰め寄るものの、それに焦らず
甲南大がチームプレーを続け、89-79で甲南大の勝利。
【第1ピリオド】
試合開始早々、甲南大#13武田のシュートで先制するが、大商大#3武本が速攻からのレイアップですかさず返し追いつく。甲南
大#24藤井を中心とした爆発力のあるオフェンスで流れをつかむ。大商大は悪い流れを戻そうとするが、その流れを戻せず32‐17
甲南大リードで第1ピリオドを終える。

【第2ピリオド】
甲南大#13武田のバスケットカウントで試合が始まる。大商大#51茂刈のミドルシュートで甲南大に追いつこうとするが、甲南大#22
小栗の連続シュートが入り思うように点差が縮まらない。そこで大商大は全員をアウトサイド陣にし、パスを中心に点を稼ぎ、徐々
に点差を詰め、甲南大#19坂元の3Pシュートで第2ピリオド51-35で甲南大16点リードで前半を折り返した。

【第3ピリオド】
第3ピリオド大商大ボールで始まり、大商大#11森山が3Pシュートを決め、大商大は激しいディフェンスから得点を許さず再び大
商大#11森山がバスケットカウントを決め甲南大にくらいつく。対する甲南大は#2岩崎、#24藤井を起点に大商大に流れを引き寄
せない。試合中盤、両者ともにインサイドのディフェンスが激しくなりオフェンスリバウンドが取れずスコアが大きく動かないままで
あったが、大商大#45鈴木の得点で徐々に流れを引き寄せ第3ピリオド67-60で甲南大はリードを7点差に縮められ最終ピリオドを
迎える。

【第4ピリオド】
最終ピリオド、甲南大の厳しいディフェンスからの連続得点でリードを広げる。なんとか追いつきたい大商大は、#11森山の3P
シュートとインサイドのプレーがうまく点につながり10点差まで詰め寄る。しかし、負けじと甲南大も相手の激しいディフェンスの中
落ち着いたゲーム運びで点を稼ぎ、最終ピリオド89-79で甲南大が勝利
を掴んだ。

試合ＮＯ

戦評 兼城 木下（芦屋大）
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杉 信男 7 28
山下 輝 11 33

35

笠井 大地 0 2
笠井 大空 0 3

武本 研 ビクトー 8

14
田中 翔大 2 26
高山 瑠晟 6
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鈴木 博之 18 13
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